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茨
城
労
働
局
で
は
、
働
き
方
・
休

み
方
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
年

末
年
始
休
暇
に
年
次
有
給
休
暇
を

組
み
合
わ
せ
て
、
連
続
休
暇
に
す
る

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
」
を
実
施
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
労
働
局

　

雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
２
９
（
２
７
７
）
８
２
９
５

　

五
霞
町
結
婚
支
援
員
・
い
ば
ら
き

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
結
婚
を
希

望
さ
れ
る
方
の
お
悩
み
や
ご
相
談
に

お
答
え
し
ま
す
。
親
御
さ
ん
だ
け
の

ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
30
分
か
ら
45
分
で

す
。
相
談
費
用
、
登
録
料
な
ど
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
予
約
制
で
す
の
で
、

お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

相
談
内
容
等
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
場
所　
ひ
ば
り
の
里　

会
議
室
②

　

五
霞
町
大
字
江
川
３
２
０
１
番
地

　

☎
０
２
８
０

（80）
１
１
６
５

○
日
時　
1
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
持
ち
物　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
作
成
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
写
真
（
で
き
れ

ば
全
身
、
Ｌ
判
）、
印
鑑

○
受
付
期
間

　

12
月
15
日
㈭
～
27
日
㈫

○
お
申
し
込
み

・
電
話
か
ら

  

（
神
原
）０
９
０-

４
３
６
６-

２
９
７
６

  

（
野
口
）０
９
０-

１
１
０
０-

１
３
１
６

  

（
伊
藤
）０
８
０-

５
８
９
６-

３
１
３
４

　

午
後
０
時
～
７
時

・
メ
ー
ル
か
ら

　

五
霞
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応
募

　

フ
ォ
ー
ム
か
ら（
パ
ソ
コ
ン・携
帯
可
）

　

http://w
w

w
.tow

n.goka.lg.jp/

○
主
催

　

五
霞
町
結
婚
支
援
員
連
絡
会
、
い

ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
西

地
域
活
動
協
議
会

　

茨
城
県
警
察
本
部
少
年
課
で
は
、

警
察
庁
舎
以
外
の
場
所
に
少
年
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
少
年

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

少
年
の
非
行
問
題
、
犯
罪
被
害
に
関

し
、
少
年
自
身
、
保
護
者
、
教
育
関

係
者
等
の
方
々
か
ら
の
相
談
（
面

談
、
電
話
、
メ
ー
ル
）
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
く
ば

　

〒
３
０
０
‐
２
６
４
２

　

つ
く
ば
市
高
野
１
１
９
７
番
地
20

・
電
話

　

０
２
９
（
８
４
７
）
０
９
１
９

　

受
付
時
間
（
月
～
金
曜
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
夜
間
、
土
日
は
留
守
番
電
話

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

keishonen@
pref.ibaraki.lg.jp

○
日
時　
12
月
15
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
場
所　
千
代
川
公
民
館

　
　
　
　

下
妻
市
鬼
怒
２
３
０

○
内
容

　

テ
ー
マ
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
か
ら

学
ぶ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
」
～
自

分
の
可
能
性
を
信
じ
て
～

　

講
師　

上
村
知
佳
さ
ん
（
シ
ド

ニ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
）

○
人
数　
先
着
３
０
０
名

○
参
加
費　
無
料

○
お
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
用

紙
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
立
下
妻
特
別
支
援
学
校

　

☎
０
２
９
６

（44）
１
８
０
０

　

FAX 

０
２
９
６

（43）
９
１
７
４

結
婚
相
談
会

プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
！

少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
ご

案
内

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
理
解
啓

発
推
進
事
業
講
演
会
を
開

催
し
ま
す

　

五
霞
町
で
は
、
一
昨
年
度
か
ら
男

女
共
同
参
画
事
業
に
よ
る
上
映
会

を
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

は
、
町
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し

て
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画
上
映
会

と
題
し
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画
を

テ
ー
マ
と
し
た
映
画
を
２
本
立
て
で

上
映
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

町
内
・
町
外
を
問
わ
ず
、
た
く
さ
ん

の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

午
前
の
部　
映
画
『
う
ま
れ
る
』

午
前
10
時
30
分
開
演

　

映
画
『
う
ま
れ
る
』
は
、「
子
供
は

親
を
選
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
」
と
い

う
胎
内
記
憶
を
モ
チ
ー
フ
に
、
命
を

見
つ
め
る
4
組
の
夫
婦
の
物
語
を
通

し
て
、【
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
て
き
た

意
味
や
家
族
の
絆
、
命
の
大
切
さ
、

人
と
の
繋
が
り
を
考
え
る
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
】
で
す
。

　
映
画
上
映
会
を
開
催
し
ま
す

（
総
務
課
）

午
後
の
部　
映
画
『
十
字
架
』

午
後
１
時
30
分
開
演

　

こ
の
作
品
の
原
作
は
、
直
木
賞
作

家
・
重
松
清
氏
に
よ
る
２
０
１
０
年

吉
川
英
治
文
学
賞
受
賞
作
品
「
十
字

架
」（
講
談
社
文
庫
刊
）
で
あ
り
、
国

際
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
鬼

才
・
五
十
嵐
匠
監
督
に
よ
っ
て
映
画

化
さ
れ
た
作
品
で
す
。

　

自
ら
命
を
絶
っ
た
ひ
と
り
の
少

年
の
想
い
を
背
負
っ
て
生
き
る
者

た
ち
の
、
20
年
に
わ
た
る
心
の
軌
跡

を
描
い
た
物
語
で
す
。
ま
た
、
五
霞

町
と
同
じ
茨
城
県
の
県
西
地
区
に

あ
る
「
筑
西
市
」
で
全
面
ロ
ケ
が
行

わ
れ
、
地
元
の
中
高
生
が
エ
キ
ス
ト

ラ
・
キ
ャ
ス
ト
を
演
じ
て
い
ま
す
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
制
作
さ
れ
た

映
画
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日　
12
月
18
日
㈰

○
場
所　
五
霞
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

五
霞
町
大
字
江
川
１
７
９
‐
１

○
お
問
い
合
わ
せ

　

五
霞
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５
（
直
通
）


